2004トム・ソーヤースクール企画コンテスト　　報告書

 団体名　史跡猿ヶ城友の会
    ①      事業（プログラム）名称　      戦国狼煙わくわく実験
　②      事業の目的
　　　　　　この地域の豪族仁科氏が戦国時代に築いた大伝達網（ネット・ワーク）は現
　　　　　　代にも通用するのだろうか。
　　　　      戦国時代に通信に利用したという狼煙とは当時どんな材料でどんな方法で行　　　　

われたのだろうか。多くの疑問は机上で調べてもわからない。自分たちで調べ、実際に山城に登り、体験することでわかることが多いと考え実験してみる。
③　実施期日・期間　2004年7月10日～9月6日　　準備予備実験など7回
9月12日（当日）計8回
④　参加人数　　　34人　　内訳　　男子　25人　女子　 9人⑦　指導者数　　　8人
⑤    実施会場・場所・フィルド等
      白馬村の沢渡氏が守った山城である三日市場城址を第一の「のろし」場とし、
　猿ヶ城でこれを受けると、直ちに第二の「のろし」を上げる。第３は森城址で、第四は　

松崎丑舘居館跡とし伝達最終地を西山城址とする。　

　子供達は、三日市場城址1人、猿ヶ城のろし台に1人，森城址に2人、丑舘居館跡に2
人、西山城址に2人で父母と共に実験に参加した。子供達は見張り役に、親た
ちは「のろし」の火付けに協力し、また他の場所との最小限の携帯電話での連絡を行う。　　また、それぞれの場所での「のろし」の記録写真撮影に協力する父兄が待機して撮影を行った。

⑥     事業プログラムの内容と特徴
      子供達が郷土の歴史を調べる中で、戦国時代に数多く造られた山城間の連絡方法に興味　

をもち、親の協力を得て、「のろし」について事前に調査し、実験で確かめようと計画した。
　本実験は、こどもたちの素朴な疑問を大事にしながら、標高1300ｍの猿ヶ城山頂にのろし台を造るなど、夢を膨らませ、一つ一つ積み重ねながら、野外での実体験を通して、理解を深め、体験を通してわかる楽しさを味わせるところにねらいを置いた。
      （1）    郷土の山城調査　郷土史家を尋ねて所在地を確認、地図の上に記録
　　　　　　する。(7/30)
      （2）    親子での現地の状況調査、(8/6)
      （3）    会員による古道の整備、のろし台があった付近の眺望確保のための
　　　　　　枝打ち作業(9/1)

      （4）    のろし予備実験　　のろしに適した材料選び、(8/1)
      （5）    のろし台の作成、(7/16～7/21)
      （6）    会員による選定個所での予備実験(8/27,9/4,9/6)
      （7）    一般参加呼びかけ(8/20～9/2)(9/12)
      （8）    三日市場城址→　猿ヶ城→　木崎森城址→　松崎丑舘居館跡→　西
　　　　　　山城址約25ｋｍ間での 本実験
⑦     事業目的の達成度について（当初の目的をどの程度達成しましたか？あるい
　　は、思わぬ効果とか、成果、失敗などがあれば参考までに記入して下さい。
　　　当初の目的は80％程度達成された。こども達の満足度の点で、実験場所で大き
　　な開きがあった。
　      中心となった猿ヶ城のろし台では一般参加者も多く、見通しもよく子供は大変
　　満足したようだが、他の場所では　2、3人と人も少なく、発煙筒使用であったり、　　　

風が吹きのろしが真上に上がらず、満足度がもうひとつのようであった。
      「思わぬ効果」としては、場所によっては携帯電話がまったく通じないので、
　　かえって戦国時代の「のろし」の有用性が実証され、再認識される場面もあった。
      　それぞれの場所は、樹高8ｍ程度の広葉樹林や樹高15ｍの針葉樹林の中で直
　　接焚き火して「のろし」を上げることが防火上むずかしい所にあった。ここではや　　

むなく発煙筒を使用した。これらの林の前で上げた「のろし」はバックが濃い緑で
あるために、発煙筒の少ないしかも短時間の煙でも遠くから確認するのにかえって
都合よい場面があった。

     失敗事項、反省点など
    「のろし」のバックに雲があると、のろしが確認しにくい。色つきの煙が有
　　効ではなかったかという反省。
      　山頂では「霧に覆われること」「風が吹いて煙が横に流されてしまう」こと
　　があり、工夫が必要の声があった。
⑧      参加した子どもたちの声、意見など、
· 「のろし」のことを実験で確かめられ、とてもよい経験をさせてもらった。
参加してよかった、（小6男子）
· 戦国時代に興味が有り、参加したが山城のしくみや、「のろし」の実験
は興味があってとてもよかった。今後も参加したい。（小6男子）
· 今回のわくわく実験は、今までに体験したことのない新しいことを学ぶ
ことが出来ました。昔の人は、山のてっぺんから「煙」という方法を使って敵等の侵入にそなえていたんだなあと思いました。
   今回は石とセメントで造られたのろし台でしたが、昔はセメントの代わりに何を使っていたのか知りたいなあとおもいました。また、緑色の生葉を使うと、煙が極端に出るということもわかりました。
　今回は本当によい経験になりました、（一般参加　中１　男子、東京）

· 火吹き竹で吹くとよく火が燃えて、煙がもくもく出るのが楽しかった。
（小１女子）
·  実際に「のろし」の上げ方をやっていたら、昔の武士の人たちの様子が
目に浮かぶようだった（小5　女）
· 発煙筒はすぐ終わってしまい、あまり面白くなかったが連絡できたのは
よかった。

9 反省点
      反省の観点１、こども達はこの実験を通して身に付いたものがあったか。
　　　　　　　　　小学校高学年のこども達は意欲的に取り組み、下級生の面倒をよ　　　

く見るなど、自立的な生活態度育成に繋げられた。自分で体験してよくわかったという満足感をもてたことが大きい。
　　　反省の観点2、課題を解決するためにプロセスを踏んでの本実験は効果的で
あったか。
小学校低学年では無理があったが、高学年では筋道を立てたこ
とで、問題解決に意欲的に取り組めた。しかし低学年でも火興しや煙を出す技術が体
得できたのではないか。
反省の観点3　実験でもっと工夫すべき点はなかったか
・発煙筒を使用する場合、風を考慮して2ｍぐらいのパイプを
使って煙を高く上げる工夫が必要。
・色付きの煙の出る発煙筒は雲が多いときは効果的である。だが、全地点でのろし台を設けて煙を出すことを参加するこども達の充足感を考えて今後進めたい。
・実験の時期としては、空気が澄んだ秋晴れの日が理想的である。
 ・のろしのリレー区間ははっきり目視可能な2～3km間隔がよい。
反省の観点4、友の会の今後の方向
より多くのこども達に体験させたい野外活動の一環として友の
会会員を増やして充実した活動を展開したい。

10 同様な企画を実施する場合のポイントについて　　　　　　　　
山中で火を使うので、山火事等を考えて細心の注意と消火器や水を持参する。
      事前に消防署への連絡をする。保険加入する。
⑪　プログラムに使用した主な備品・装備・学習用具等
　　　　野外での活動なので、やけど、蜂さされ、切り傷など薬品箱を用意した。　双眼
　　　鏡、メモ帳

⑫　その他特記事項　　
      　　この史跡猿ヶ城山には、他に中腹の標高約1.000ｍの地点に天然の風穴を利用
　　　して、今から100年前に蚕の孵化時期を人工的に調節するために蚕卵を冷蔵保存　　

した跡があり、ここは真夏でも4.5℃の冷風を吹き出す天然の冷蔵庫というべきも
ので、地域の農村文化の歴史的な遺産として平成13年来、保存に力をいれている。
また、標高1.100ｍには、湧水があり、そこにはマメシジミ（平成15年　市天
然記念物に指定）生息するなど
豊かな自然と歴史文化が息づく地域である。これらを結ぶ山道の整備が終わ
り、今後はエコツーリズムの拠点として活用を図っていきたい。そのためのの
ろし実験は今後も継続して年中行事として位置づけたい。
⑬　パブリシティ　
          　 信濃毎日新聞　9月　9日　「のろし台」再現と実験実施の記事を掲載
      　　大糸タイムス 　8月25日　　参加者募集記事を掲載
      　　　　　　　　　 9月18日　　のろし実験の記事を掲載
















